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エ ミリ ・ブロンテの詩 におけるく死 〉の観念の変遷 について
後 中 陽 子
〔抄 録〕
エミリ ・ブロンテの詩においてく死〉は重要なテーマの一つである。彼女のく死〉
に対する思想は、初期の作品から中期、後期と時を経るにつれ、しだいに深みを増す
ように思われる。本稿ではおもに、初期の代表作 としてH41「詩行」、中期のものとし
てH155「自問」、後期のものとしてH177「信仰 と失望」、これら3つの詩篇を中心にと
りあげ、そこに描かれるく死 〉について考える。卓絶した想像力によって広大な精神
世界を有し、哲学的な思索を好むエミリ ・ブロンテの、〈死〉の思想とはどのような
ものか、彼女の詩におけるく死 〉に対する考えはどのような軌跡をたどって変貌 を遂
げていくのか、本稿 はこの点についての考察を目的とする。
キーワー ド 〈死 〉、人間、〈生 〉、 自然界、〈永遠 〉
序論
エ ミリ ・ブ ロンテ(EmilyBronte,1818-48)はブ ロンテ三姉妹 の中で も、 と りわけて強い 自
我 と克 己的 な魂の持 ち主であ る。彼 女は、1842年の短期 間ブ リュ ッセルに留学 した こ と以外 は、
愛す る故郷 ハ ワースの地 を生涯 ほ とん ど離 れる ことが なかった。30年の短い生涯 を地理 的には
非常 に限 られた空間で過 ご しなが らも、彼 女の思索 は、 空想力 とい う友の助け を借 りて、彼女
の内面 世界 を広 げ、人間全体 の普遍 的真 理の考察へ と大 きく飛 翔 した。ブ ロンテ の孤高 の魂 の
叫 びは、彼女の詩の中で如実 に語 られている。
エ ミリ ・ブ ロンテの最初の詩 が書 かれた 日付 は、ハ ッ トフィール ド(C.W.Hatfield)編The
CompletePoemsofEmilyJaneBronteによれば、1836年7月12日となっている。エ ミリは17歳
の頃か ら詩 を書 き始 めた。彼女の詩作期 間は1836年か ら1848年のほぼ12年間であ る。彼女 の詩
は、個人的 な告 白ともい える詩 と、妹のア ン(AnneBronte,1820-49)と共同で創作 していたゴ
ンダル物語 のため に書かれ、架空の人物 に託 して歌 った ゴンダル詩(GondalPoems)との二種
類 に大 別で きる(1)。エ ミリは1844年2月に、 これ まで綴 って きた詩 をゴンダル詩 とそ の他 の詩
とに分類 して二冊の ノー トにま とめてい る(2)。ハ ッ トフ ィール ドが これ ら二冊の ノー トブ ック
に基づ いて、エ ミリの個人 的な述懐 を綴 った詩 をノー トA、ゴンダル詩 をノー トBと記号 をつけ
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て手堅 く研究 して くれたおか げで、 われわれはゴ ンダル詩篇 とその他 の詩篇 の区別 をつ ける こ
とがで きる(3)。
全193篇か らなる詩作 品の中でも、〈死 〉は初期の作 品の頃か ら、 エ ミリ ・ブロ ンテの詩の根
幹 をなす課題 であった。本稿で は、彼女 の詩 における重要 なテーマ の一つ であ るく死 〉に着 目
し、彼女 のく死 〉に対 す る観念が どのような変 貌を遂げて いったのか、 その軌跡 をた どってみ
たい。
1.エ ミ リ ・ブ ロ ンテ の初 期 の詩 に見 られ る く死 〉の 観 念
まず 、初 期の作 品 として数 え られるであ ろうH41`Lines'「詩行」 をと りあげ、 そ こに見 ら
れ るく死 〉の観念について考察す る。
1837年12月、 エ ミリ19歳の ときに書 かれた詩 であ るH41「詩行」 は、`Idie'「わた しは死ぬ」
と、語 り手が 自分 が死ぬ こ とを告 げる言葉 で始 まる。 これ はゴ ンダル詩 に分類 され る作 品で、
死 んでいこ うとす る人物 は特定 で きないが、 『嵐が丘』(WutheringHeights,1847)のキ ャス リ
ン ・アー ンショウ(CatherineEamshaw)を想起 させ る ものがある とされ る(4)。物語 の人物の
言葉 に託 してはい るが、エ ミリ自身の思想 が窺 え る重要 な詩 の一つ だ といえ るだ ろう。 第1連
を引用す る。
Idie;butwhenthegraveshallpress
Theheartsolongendearedtothee,
Whenearthlycaresnomoredistress
Andearthlyjoysarenoughttome,(5)
第1連3・4行 目 「この世 の煩 いが もうわた しを悩 ます こともな く/こ の世 の歓 び もわた し
には何 とい うこともな くなる とき」 とい う詩行が、現世 の憂いや喜び に心捕 われる ことが な く
なった状 態、つ ま り 「わた し」 が死ぬ ときを表 している ことは明 らかであ る。 この詩の主人公
は、い まか ら死 にゆ く人 である。第1連 で、 この詩が く死 〉を歌 った もので あ り、 また語 り手
が`thee'厂あ なた」 に向か って語 り手 自身 との永別 に際す る心構 えを諭 してい る詩であ るこ と
が示 される。
e`arthlycares'の言葉か らは、のち に歌 われ ることとなるH174`ToImagination'「想像力
に よせ て」 の第1連 の一節`Whenwearywiththelongday'scare,/Andearthlychangefrom
paintopain,/Andlost,andreadytodespair'(6)「長い一 日の心労 に倦 み/苦 痛か ら苦痛 に移 る
この世 の変化 に疲れ はて/こ ころ も挫 けて いまに も絶望 に沈 もう とす る とき」が想 起 される。
さらに、`earthlyjoys'の言葉か らは、や は り後年 の作H188`Anticipation'「期待 」の第5連
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を想起す る ことが で きる。彼女 はH188の中で`...everyphaseofearthlyjoy/Willalwaysfade
andalwayscloy-'(7)「この世の歓 びはあ らゆる面が/必 ず色褪 せ必ず鼻 につ く」 と歌 ってい
る。彼 女 にとって`earthlycares'とは、苦痛 か ら苦痛へ と移 り変わ り定 まるこ とのない変化
であ り、 詩入の心 を摩耗 す るものであ る。そ して`earthlyjoys'は、いつか色 褪せ飽 きが くる
もの、 とて も信 じるに足 る もので はあ りえない。
H41の第2連 に進 む。現世の煩 いか ら解放 され るであろ う詩 の語 り手は、 この世 に残 してい
く 「あなた」 に向か って次 のように語 る。
Weepnot,butthinkthatIhavepast
Beforetheeo'eraseaofgloom,
Haveanchoredsafe,andrestatlast
Wheretearsandmourningcannotcome.(s>
語 り手の言 によれば、死 にゆ くことは 「涙 と嘆 きのお とずれ るこ とので きない ところに/無
事錨 をお ろ しつ いに安 らぎを得 る」 ことであ る。涙 と嘆 きがお とず れるのはこの現 世のみ。死
者 の国 に入 れば、それ らに悩 まされ ることはな く、安 らぎを得 る ことがで きる。 これがH41の
詩 にお けるく死 〉の捉 え方であ る。だか ら悲 しむ必要 は ないのだ と、語 り手 は聞 き手 に対 して
優 し く教 え諭す 。
第3連 では、死 出の旅路が`...stormsaroundandfearsbefore/Andnokindlighttopointthe
shore'(9)「四方 には嵐、前途 には恐怖/岸 辺 を指 し示す やさ しい光 もない大 海原 を」行 くこと
であ ると歌 われ る。こ うしてく死 〉の世界 にた どり着 いた語 り手 は、 〈生 〉について、〈死 〉
について、次の ように述べ る。第4連 を引用す る。
Butlongorshortthoughlifemaybe
'Tisnothi皿gtoeternity;
Wepartbelowtomeetonhigh
Whereblissfulagesneverdie.(io)
語 り手 は、「長 かろ うと短 かろう と/人 生 は永遠 に比べ れば無 に等 しい」 とい う。 この言葉か
らは、 お よそ19歳の少女 が書いた とは思 えない ほ どの、人生 を達観 した者 の眼差 しが窺 える。
〈生 〉は刹 那の ことであ り、永劫 のく時 〉の流 れ には比す るべ くもないのだ と、語 り手 は主張
す る。そ して、人 の離別 は、 と りわけそれがく死 〉による別れ である場合、`tomeetonhigh'
「天上で出会 うため」 にあるのである。天上世界 は 「祝福 にみちた年月が/決 して絶 えるこ との
ない」場所 である。 ここには死 して天上 で再 会 しよう とい う既 成のキ リス ト教 的 な考 えが窺 え
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る。 この ように、初期 の詩H41`Lines'「詩行」 において、〈死 〉は安 らぎで あ り、 天上 で再
会す るた めにある と解 されてい た。〈死 〉に よって人の魂 は天上 に行 き、神 の御 許で愛す る人
と再会す るとい う観念 は、既成 のキ リス ト教 の教 えに則 ったもので、独創 性はない。
この初期 の時点 では、 エ ミリのく死 〉に対 する考 えは、大い にキ リス ト教 の影響 を受 けてい
る とい えよう。 しか し、 それ はの ちに変化 してい く。彼女 は既成 の観念 か ら脱 し、 さらに広大
なく死 〉の世界 を自 らの思想 の うちに構築 してい くようになる。そ こに至 る までに は彼女 な り
の葛 藤があったはず である。次 に、エ ミリが く死 〉につい てどのような気構 え をもっていたか、
彼 女の中期 の対話詩 を とりあげ彼女 の内的葛藤 を考察 してい く。
II.エミ リ ・ブ ロ ンテ の 中期 の詩 に見 られ る く死 〉の 観 念
1842年2月、 シャーロ ッ ト(CharlotteBronte,1816-55)とエ ミリは外 国語 を習得す るため大
陸に渡 り、 ブ リュ ッセルのエ ジェ寄宿 女学 院に留学 する。同年11月まで、エ ミリはそ こで9ヶ
月間 の留 学生活 を送 った(11)。ジル ・デ ィックス ・グナ ッシア(JillDixGhnassia)は、著書
『エ ミリ ・ブロンテ 神へ の叛 逆』(MetaphysicalRebellioninTheWorksofEmilyBronte,1994)
の中で、 この短い留学 を体験 した年 はエ ミリの成長 におけ る転換点で ある と記 し、 この時期 に
書 かれた フランス語 のエ ッセイ8篇 とH153からH155までの詩3篇 をエ ミリの作品の第3期 とし
て分類 している(12)。
本 章においては、第3期 の最後 の作 とされ るHl55`Self-lnterrogation'「自問」 をとりあげる。
この詩 を書いた 日付 は1842年の10月23日か ら翌1843年の2月6日 となってお り、ブ リュ ッセル
へ の出立前 に書 き出 し、帰 国後完成 させたエ ミリ24歳の ときの作で ある。 これは、 エ ミリの個
人的な詩作 品をおさめるノー トAに含 まれる(13)。
1846年に 『カラー、 エ リス、 アク トン ・ベ ル詩集』(PoemsbyCurrer,Ellis,andActonBell)
として発 行 された際につけ られた 「自問」 とい う題名(14)から しても、詩 は自我の二つの声 が対
話 してい る設定 となっている。 この詩 を論 じるに当た って、便宜上、対話者Aと 対話者Bに 分 け
て論 じてい きたい。
まず、 詩の第1連 は次 のように始 まる。
Theeveningpassesfastaway,
'Tisalmosttimetorest;
Whatthoughtshasleftthevanishedday?
Whatfeelingsinthybreast?(i5)
時刻 は夕刻、夕暮れ と夜 とが溶 け合 う頃、エ ミリの空想力が もっ とも羽根 を広 げる時 間であ
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る。詩人 の中の、一人 の対 話者Aは 自分 自身 に 「消 え さった一 日は どん な想 いを/ど んな感情
をお まえの胸 に残 して いった のか」 と問い かけ る。過 ぎさった一 日を単 に`thedaypassed
away'と表現せず に`thevanishedday'と表現 してい ることか ら、 一 日が無駄 に過 ぎた こと
に対 して話者が抱 いている喪失感が いかに大 きいかが感 じられる。
第2連 は、`Thevanishedday?'と対話者Aの そのままの言葉 を受けて、 自分 自身の中の対
話者が答 える。 これを対話者Bの 声 とす る。`asense/Oflabourhardlydone'「ほ とん ど仕事 を
や りとげ なかった とい う感 じ」`[asense]Oflittle,gainedwithvastexpense'「莫大 な犠牲 を払
ったの に得た もの は少 ない とい う感 じ」`Asenseofgriefalone'「ただ悲 しみ の感 じだけ」、対
話者Bは 一 日が無駄 に過 ぎた ことをこれ ら三つ の感覚 で答 えている。何 も為 さずに 日が過 ぎる
と、時 間を無駄 に して しまった と感 じるのは一般的 な感慨 であろ う。だが、 と りわ けス トイ ッ
クな性質であるエ ミリの胸 には、 この喪失 感は孤独 な悲 しみ となって重 くの しかか る。それ は、
彼女が く時 〉の重要 さ とく生 〉の 限 りを認識 しているか らで ある。第3連 には対 話者Bの 言葉
が続 く。
"TimestandsbeforethedoorofDeath
,
Upbraidingbitterly;
AndConscience,withexhaustlessbreath,
Poursblackreproachonme:(is>
この連以 降、`Time'`Death'`Conscience'とい った抽象 的な ものが大文字 で書 き出 され、
擬 人化 された もの の ように登場 す る。以後 、訳語 に当 たって は、そ の ような大 文字 で書かれ
た抽象 名詞 を括弧付 きで記 す。第3連1・2行 目 「〈 時 〉はく死 〉の扉 の前 に立 ち/厳 しく
責め立て る」 とは、 この世 の真理 をついた2行 である。`Time'〈時〉は`thedoorofDeath'
〈死 〉の扉 に向かって流れ続 ける。言 い換 えれば、〈生 〉はく死 〉にぶつかる までのく時 〉の
流れであ り、 その流 れの激 しさを緩 めは しない。〈時 〉の流 れは、何 かを為 そ うと願いつつ も
為 せてい ない詩人 の焦 る心 を、無情 といえるほ ど`Upbraidingbitterly'「厳 し く責め立ててい
る」のであ る。第3連3・4行 目にある、 良心 が 「わた し」 に浴 びせ る`blackreproach'「黒
い非難」 とは、第2連2・3行 目の感覚、 自分は 「ほ とん ど仕事 をや りとげなか った」「莫大 な
犠牲 を払ったのに得た ものは少 ない」 とい う自己非難 の声 であると考 えられ る。
対話者Bの 答 えに対 して第5連 、対話者Aは 次 のよ うにふ たたび問いかけ る。
Thenartthougladtoseekrepose?
Artgladtoleavethesea,
Andanchorallthywearywoes
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IncalmEtemity?(17)
1行 目の`repose'とは、す なわ ちく死 〉の安 ら ぎを意 味す る。H41において もそ うであっ
たが、詩人 にとってく死 〉は現世 に疲 れた魂 の安 らぎ、 「休 息」であ る。3・4行 目に 「お まえ
の疎 ましい悲 しみのすべて を/静 か なく永遠 〉に投 錨す るのか」 とい う問いがあ るが、前 述の
Hl88の第7連1・2行 目に も似 た よ うな表現 が見 られ る。H188で詩 人 は`Therecastmy
anchorofDesire/DeepinunlrnownEternity'(18)「未知のく永遠 〉の海深 く/わ た しの欲望の
錨 をお ろす が よい」 と歌 うが、〈永遠 〉の中 に錨 を投 じるとい う表現 は、彼女の脳裏 につねに
あ ったく死 〉を表すイメー ジで ある といえる。〈死 〉を求 めて満足 か とい う問い に重ね て、第
6連 では対話者Aの 、 自分が死 んで も誰 も泣 きは しない し、惜 しむ こ とも何 もあ りはしない、
それで もく生 〉の世界 に留 ま りた いのか、 とい う自問が続 く。 その問いに対 して、第7連 と第
8連で対 話者Bが 答 える。第7連 を引用 する。
"Alas!Thecountlesslinksarestrong
Thatbindustoourclay;
Thelovi皿gspiritlingerslong,
Andwouldnotpassaway‐(is>
対話 者Bは 「わ た した ちを この土塊 であ る肉体 に結 びつけ る/数 知 れぬ絆」 の強 さを嘆 く。
対話者Bは 、自分が死ぬ ならこの世 に残 してい くことになる`Thelovingspirit'「愛す る者 の魂」
に執着 を示 す。〈生 〉の世界 に未練 があ るのであ る。 なぜ未練 が残 るのか、それ は第8連 で語
られ る。
"Andrestissweet,whenlaurelledfame
Willcrownthesoldier'screst;
Butabraveheartwithatarnishedname
Wouldratherfightthanrest."(20)
`laurel'「月桂樹」 は、音楽 や医術 、予言 の神、 アポロへ の捧 げ物 としてギ リシア人に神聖
視 された植 物であ る。常緑樹 として不 滅 を表す ところか ら勝利 を意味す る。 ギ リシア とローマ
では、何 らかの分野 で名 を挙 げた ものには月桂樹 の葉で作 られた月桂 冠が与え られた(21)。月桂
冠 は、勝利 と栄光の シ ンボル として勝 者や優 秀 な者達、 そ して大詩人の頭上 に掲 げ られた栄誉
の証であ る(22)。詩 人は、 まるで 「兵士」 の ように 「勇敢 な こころ」 を もって、月桂 冠 を頭上 に
飾 らんがた め、そ して 「穢 された名」 を奪回せんがため、「休息」 よ りもむ しろ 「戦 い」を望 む。
-32一
佛教大学大学院紀要 第34号(2006年3月)
この連 に二 度見 られ る`rest'はともにく死 〉を意味 してい る。 それ と対極 にあ る`fight'は
く生 〉を意味す る。第2連 にあ った ように、 何 も為 し遂 げて いない 自分 は、 まだ 「戦 い」 を、
〈生 〉を望 まなけれ ばならない。その答 えに対話者Aは 同意す る。 第9連 で対話者Aは 、 自身が
`HasthumbledFalsehood
,trampledFear'「虚偽 を賤 しめ恐怖 を踏み躙 り」`bastfoughtfor
manyayear'「何年 も戦 って きた」 こと、い まもなお戦 っている ことを、現在完了形 を用 いて
自認す る。対話者ふた りの心 はつ いに共 鳴 し、 一つ の決意 を導 き出す。第11連を引用す る。
Lookonthegravewherethoumustsleep,
Thylastandstrongestfoe;
'Twillbeendurancenottoweep
Ifthatreposebewoe.(2s)
詩 人は1・2行 目で 「おまえが眠 らなけれ ばな らない墓/お まえの究極 の もっ とも強い敵 を
見 よ」 と主張す る。 〈死 〉を見 よ、〈死 〉は敵 である、 とい う強い叱咤 の声 は 自身に向け られ
た もの で もあ り、 また人 間全 体 に向 け られ た もの で もあ る。 人 はく死 〉 を見 つ め る こ と、
〈死 〉と真 向か う勇気 と忍耐 を必要 とす る。 〈生 〉とく死 〉を通 して`achainlesssoul/With
couragetoendure'(24)(H146)「耐 え忍ぶ勇気のあ る/縛 られ るこ との ない魂」 を求める詩人
は、 自問 自答 の中で人類全体 に通ず る一つ の普 遍的真理 を見 出す。 さ らに詩人は、何 も為 し得
ず勇 者 の証 である月桂 冠 を得る ことな く、`repose'「休 息」す なわちく死 〉が悲 しみ とな るな
らば、「泣 かぬこ とこそが忍耐」 と悟 る。第12連は詩の最終連であ る。
Thelongfightclosingindefeat‐
Defeatserenelyborne‐
Thineeventidemaystillbesweet,
Thynightagloriousmorn.(2s>
`Thelongfight'「長い戦い」 で あったく生 〉が`defeat'「敗北」 に終 わ って も、「敗 北」
を`serenelyborne'「こころ明 る く耐 え られ る」な らば、`Thynight[maybe]aglorious
morn'「お まえの夜 は輝 か しい朝 となるだろ う」 と詩人 は言 う。詩の冒頭、詩人 に喪失感 を与
えた一 日の終 わ りで あ る夕暮 れ と夜 は、詩 の最後 におい て輝 か しい朝へ の希 望 を抱 かせ て く
れた。
ブ リュ ッセ ル留学 を体験 したあ とに完 成 され た中期 の詩、Hl55`Self-lnterrogation'「自問」
において は、 〈死 〉は立ち向か うべ き敵 として存在 していた。 この時点 において、 まだ詩 人の
目にはH155第3連の言葉、`thedoorofDeath'の向 こうに何 があるかは見 えていない。 このの
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ち、彼 女のく死 〉に対 する観念 は円熟 の境 に達す る。 自己 の信念 を貫 くエ ミリが、〈死 〉の世
界 にいか なる信仰 を もって希望 を見 出す のか、 それについ ては次章で述べ る。
皿.エ ミ リ ・ブ ロ ンテ の後 期 の 詩 に見 られ る く死 〉 の観 念
ブ リュ ッセ ルか ら帰 国後 の1843年以 降 の作 品 を後 期 の詩 と して扱 いた い。H170`ADay
Dream'「白昼夢」、Hl83`Death'「死」、H191`NoCowaxdSoulIsMine'「わた しの魂 は怯懦
ではない」 とい った傑作 はみな後期 に属 す る。エ ミリ25歳か ら27歳の頃に書かれた これ らの詩
に共通 してい るのは、 〈死 〉を単純 に終わ りとは捉 えてい ない ことであ る。 この頃のエ ミリは、
〈死 〉に対 して絶望や悲 しみ とは違 う感慨 を、言 い換 えれば、あ る信念 を抱 いている ように思
われ る。
本 章 では、H177をと りあげ、 エ ミリが く死 〉 に対 して抱 いて い る信 念 を考察す る。H177
`IM.ToI.G.'「1・MI・Gによせ て」 は、1844年11月6日エ ミリ26歳の作 であ る。 この詩 は、
ゴンダル詩 に含 まれ、1・Gと1・Mは ともに、 ゴンダル物語 の登場 人物 であろ うと察せ られる。
詩の内容 は父 と娘の対話か ら成 る。娘の名 はアイアー二(lerne)だが、父 親の名 は不明 である。
`Faitha皿dDespondency'「信仰 と失望」 とい う題 がつ け られたこ ともあった(26)。
詩の第1連 冒頭、父親は`Thewinterwindisloudandwild;/Comeclosetome,mydarling
child!'(27)「冬 の風 は音高 く荒 々 しい/わ た しのそ ばにおいで、 愛 しい わが子 よ1」 と言 って、
自分の娘 をそば に呼ぶ。季節 は冬 。風が 強い。続 く第1連4行 目に時刻 は`thenight'「夜」で
ある ことが示 される。詳 し く言 うな ら、第2連2行 目に`November'sblasts'とある ように、
激 しい疾風が吹 くll月の夜であ る。第1連1・2行 目の[w][1][k]そして[m]、 折 り重な
る ように続 け られた音 の効果が、冬の荒野 に吹 き荒 れる風 を表象 してい るかの ようであ る。
この詩の第1連 か ら第3連 まで は、場面設定 を表 してい る。父娘が いる場所`oursheltered
halr「わた したちの隠れ住 む館」 は、 まるで小説 『嵐が丘 』の舞 台、世の騒が しさか ら隔て ら
ワザリングコハイッ
れた環境 にあ るヒースク リフ(Heathcliff)の住居 「嵐 が 丘 」 を彷彿 とさせ る。雪 に囲 まれ、
外界 と隔て られ た館 の中で、父 と娘 は寄 り添 い合 い、語 らいの時 間を過 ごす。第3連 には、近
くに来 た娘がお どけた眼差 しで父 親 を見 守 り、父 の胸 に頬 を寄せ る様子 が描 かれる。外 は冷 た
い風 が吹 き荒 れてい るが 、館 の中 は静 かで ある。ふ た りは暖炉の そばにい るであろ うこ とが、
第4連3行 目の`intheredfire'scheerfulglow'「赤 い暖炉 の火 の心地 よい輝 きのなかで」 とい
う語句か らも想像で きる。 この状況は、『嵐が丘』 第5章 、風 の強 い10月のある晩、炉辺 の椅子
に腰かけて幼いキ ャス リンの髪に指 を触 れなが ら息 を引 きとるアー ンショウ氏(Mr.Earnshaw)
の姿 とイ メー ジが重 なる。第4連 か らは父親の述懐が始 まる。 タイ トルの一方`Despondency'
を象徴 す る父親 は、次の ように失望の念 を娘に話 し出す。第5連 を引用 する。
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"Idreamofmoor
,andmistyhill,
Whereever血lggathers,darkandchill,
For,lone,amongthemountainscold
LiethosethatIhavelovedofold,
Andmyheartaches,inspeechlesspain,
Exhaustedwithrepi皿i皿gsvain,
ThatIshallseethemne'eragain!"(28)
父親 は、荒野 と霧深い丘 を夢 想 し、 「寒 々 とした山奥 にさび しく/昔 わた しの愛 した人 々が横
た わる」 こ とに思 いを馳せ、「もう二度 と彼 らには会 えない」 とい う失望 に胸痛 ませてい ること
を娘 に語 る。 〈死 〉は永の別れ、心痛む もの、それが父親 のく死 〉に対 する考 えである。
第6連 か ら第11連までは、父 親の嘆 きに対す る娘 の言 葉であ る。第6連 の冒頭 で娘 は、 自分
もまた幼 い頃`Suchthoughts'「そ うした思い」、 第5連 で父親 が訴えた 「むな しい嘆 き」 「口
にはいえない苦痛」 に胸ふ さが れたのだ と言 う。 しか し、彼 女 は失望 だけに留 ま らない。娘 は
第6連12・13行目で`Butthisworld'slifehasmuchtodread:/Notso,myfather,withtheDead'(29)
「けれ どこの世の暮 らしには恐 ろ しい ものがいっぱいあるのです/そ して、お父 さま、死んだ人
にはそ うい うこ とはあ りませ ん」 と言い切 る。 これはく死 〉に対す る考 えを述べ た重 要な詩行
である。娘 は、 この世 の生活 に こそ恐 ろ しい ものが た くさんあ り、 この世 は苦悩 に満 ちた世界
だ と考 えている。1844年9月3日 に書 かれたH174`ToImagination'「想像力 によせて」の中で
詩人 は、外 なる世界 は欺瞞や憎 悪、疑惑 に満 ちている とし、それ らが生 じない内なる世 界 をこ
そ尊 んでいた。想像力 と自分 の心 と自由 とが主権 を もつ内な る世界 を尊ぶ エ ミリは、 この世の
外 なる世界 に希望 を見 るこ とがで きない。 だが、 その ような失望 はこの世 か ら離 れた死 者 には
ないのだ。H177の詩 にお ける娘 の言葉 こそ、詩人エ ミリ自身の考 えと一致する と思われ る。第
7連1行 目か ら4行 目は次 のようである。
"Onotforthemshouldwedespair;
Thegraveisdrear,buttheyarenotthere:
Theirdustismingledwiththesod;
TheirhappysoulsaregonetoGod!(so>
娘 は、 わた したち人間 は死者 たちのため に絶望するべ きで はない と主張 する。彼 女はく死 〉
に絶 望 の念 を抱 くのは 間違 いだ と信 じてい るの であ る。 旧約 聖書 『創 世記 』第2章7節 に
`AndtheLORDGodformedmanofthedustoftheground,andbreathedintohisnostrilsthe
breathoflife'(31)「主 なる神 は、土 の塵で人 を形づ くり、その鼻に命の息を吹 き入 れ られた」 と
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あ るように、`dust'「塵」 か ら創 られ た肉体 を もつ人 間は、死 ねば体 は土 と混 ざ り、魂 は神 の
御許 に行 く。 だか ら嘆 く理 由な どない では あ りませ んか と、 娘は父 親 を慰 め る。 タイ トル の
`Faith'「信仰 」 を表象す る娘は、 ここで は きわめて キ リス ト教 的な考 えを提示す る。 さ らに、
娘が胸 に抱 く信仰 は独 創的 な思想 を展 開 してい く。娘 は、死者 たち と二度 と会 えないな どとい
う悲 しみ は`tomoumtheseedwhichgrew/Unnoticedonitsparenttree'(32)「誰 にも気 づかれ
ず親木の上 に/生 長す る種子 を嘆 く」 の と同 じほどに無益 である と言 う。娘 は自然界 の植 物の
姿か ら、大切な教 えを学ぶ。
``Becauseitfelli皿fertileearth
Andspranguptoagloriousbirth‐
Struckdeepitsroots,andliftedhigh
Itsgreenboughsinthebreezysky1(ss)
なぜく死 〉を悲 しむ こ とが無益 なのか、その理 由が 第9連 に示 されてい る。死 ねば肉体 は土
に還 るとい うことが第7連 で主張 されたが、土 に還 るこ とが何 を意味するのか、種子 を喩 えに
して娘 は語 る。 第9連1行 目の`it'=`theseed'「種 子」 は、 「肥沃 な土に落 ち/芽 を 出 し、
輝か しい誕生 をす る」。新 たな命 は、「土深 くその根 を張 り」 空高 く緑 の枝 を持 ち上 げる。大地
は 「輝 か しい誕 生」 と根 深 い ところで繋 が っ てい る。 〈死 〉が還 る場 所 は土 で あ る。土 は
`birth'「誕生 」 を育 む場 所 であ る。 〈死 〉 と 「誕生 」 す なわ ちく生 〉は結 びつ い て い る。
〈生 〉の行 き着 く場所がく死 〉である ことは、考える葦 である人間な らば誰 で もが知 って いる。
しか し、 〈死 〉か らく生 〉を見 出す発想 は、エ ミリ ・ブロ ンテの特徴 を表す一つ の観念 であ る
とい えよう。 これ と共通す る考えが、Hl83`Death'「死 」に も見 られる。
H183の最後、第8連3・4行 目には、〈死 〉に対す るエ ミリの考 えが凝縮 されている。
...its[spray's]moulderingcorpsewillnourish
Thatfromwhichitsprung‐Eternity.'(34)
「枝の朽 ちゆ く屍」つ ま り枯 れ枝、〈死 〉の存在 が 「枝が芽吹 くところを養い育 てて くれる」。
枝が芽吹 くところ とは命が生 まれる場所 であ り、そ こがすなわち`Eternity'「永遠」であ ると、詩
人は歌 う。エ ミリは、〈死 〉によってく生 〉の源であるく永遠 〉が育 てられるのだ と信 じている。
H177の娘 の言葉 に戻 る。 この ようにく死 〉 とく生 〉を固 く結 びつけ て考 え る娘 は、 第10連
1・2行 目で`ButI'llnotfeax-lwillnotweep/Forthosewhosebodieslieasleep'(35)「わた
しは恐れ ませ ん 肉体が眠 って横 たわる/人 々の ために涙 を流 した りはいた しませ ん」 と断
言 している。
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第11連の重要な2行 、1・2行 目を引用す る。
"Wherewewereborn‐whereyouandI
Shallmeetourdearest,whenwedie;(36)
繰 り返 され る[w]の 音 は、〈生 〉の循環 とめ ぐり会 いの輪 を象徴 しているかの ようであ る。
人 はみ な 「死んだ とき、最愛 の人 にめ ぐり会 う」。その邂逅が果た され る場所 こそ 「わた したち
の生 まれた ところ」 だ と娘 は言 う。 〈死 〉はわた した ちが生 まれ出て きたく生 〉の始 まる場 所
で あ り、 この世 の`momsufferingandcorruptionfree'「苦悩 と腐敗 か ら解 き放 たれた」 聖 な
る国なのだか ら、恐 れ る必要 はない。 この娘 の克己的 な返答 には、エ ミリ自身の思想が投影 さ
れ てい る。
詩 の最終連 は、娘の考え に賛同する父親の言葉 で閉 じられる。第12連最後 の6行 を引用す る。
Andcomingtempests,ragingwild,
Sha皿strengthenthydesire-
Thyferventhope,throughstormandfoam,
ThroughwindandOcean'sroar,
Toreach,atlast,theeternalhome
Thesteadfast,changeless,shore!"(37)
「お まえの願 い」、「おまえの熱 い望み」 は、来 る嵐 によって強 められ、大海原 の哮 りを越 え、
つ ま り現 世の苦 しみを耐 え抜 き、最後 には 「不動不変の岸辺」、〈永遠 〉に到達す るだろう。父
親の この結論 は、Hl88やHl91とも一致する考 えで ある。H188の最終連で詩人 は、 〈死 〉の世
界 に求め る`Hope'「希望」 に対 して`Gladcomforter'「楽 しき慰め手 よ」 と呼びかけ、`The
moreunjustseemsprese皿tfate/ThemoremySpiritsp血igselate/Stronginthystrength,to
anticipate/RewardingDestiny!'(38)「現世 の運命が不 当 と思われれば思われ るほど/そ れ だけ
わた しの魂 は意気揚 々 と躍 り/お まえの力 に よって強 くな り/報 いのある運命 を期待す るのだ」
と宣言す る。 また、晩年の傑作H191の第4連 において も、 自分 自身 を`...one/Holdingsofast
bythyinfinity/Sosurelya皿choredon/ThesteadfastrockofImmortality'(39)「あなたの無 限性
に しっか り取 りすが り/不 滅性 の不動 の岩へ/こ の よ うに確 実に錨 をお ろした者」 と表現 して
いる。
H177`FaithandDespondency'「信仰 と失望」 は父 と娘の会話 とい う架空の物語 の登場 人物
に託 された対 話詩 で あるが、 や は りこ こに もエ ミリの 内的葛 藤が示 されてい たの であ ろ う。
Hl77の時点で は、すで にく死 〉の世界 は、悲 しみや敵 としての対象 ではな く、希望 や望みを詩
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人に抱かせる聖なる場所 となっている。そこは、前述のH41で詩人が嘆いていた移 り変わ りの
激 しい`earthlycares'「この世の煩い」 といったものから隔てられた、`steadfast'「不動」
`changeless'「不変」で`eternal'「とこしえなる」ふるさとである。後期の詩において、エミ
リのく死 〉の観念は確立 され、彼女に確固たる信念に支えられた勇気を与えているのである。
結論
以上見てきたように、〈死〉は、エ ミリ ・ブロンテにとって初期から晩年に至るまでの重要
なテーマであった。10年あまりという短い詩作期間であるが、詩を書 くことは、エミリにとっ
て自我 との対話であり、内面の表出であ り、自己を克己の人へと導 く原動力 となっていた。
初期の詩としてとりあげたH41において、語 り手は永別に際する心構 えを示 し、〈死 〉をこ
の世の煩いからの解放 と受け止め、〈永遠〉の時の流れの中ではく生〉がつかの間であること
を知 り、人はく死〉によって天上の神の御許に行 くのだというキリス ト教的な望みを抱いてい
た。
そして、中期の詩H155においては、〈死〉は安 らぎであり休息であるが、 自分はく死 〉を求
めて満足なのか、それともく生 〉の世界に留まりたいのかという自問があった。詩人はこれに
対 して、何 も為 さないうちに休息を求めてはならず、〈死 〉を敵として直視するべ きであると
い う答えを導き出 した。
最後に、後期の詩 として扱ったH177は、二人の登場人物の会話に託してのや りとりである。
〈死〉は永の別れ、悲 しみであるという認識を提示 し、 じつはそうではないのだと逆説的に論
を展開する。死ねば肉体は土に還るという事実か ら、詩人はく死 〉とく生〉の循環を結びつけ
て考 え、〈死 〉を単 なる悲嘆の対象 として見るのではな く、〈死〉はく生 〉が生まれ出で、
〈生〉を育む場所なのだという大きな希望を見出した。
牧師の娘であるエミリ ・ブロンテが、キリス ト教の教えにまったく無関係であったとは考え
られない。当然、初期 においては影響を受けていた。 しか し、生来、思索 を好む哲学的な性質
である彼女 は、従順 にキ リス ト教の神 を信 じるのみに留 まらない。彼女の思索の中で、
〈死〉はときに安 らぎであ り、 ときに抗 うべ き敵である。彼女は、 自分 自身でく死〉という観
念的な存在の真の姿を模索する。その過程における一つの鍵は、 自然界である。枯れては芽吹
き生死を繰 り返す草木の、〈死〉とく生〉の循環を見つめる中で、彼女はく死 〉がく生〉を育
むとい う、斬新な観念を培 っていったのである。その後、エ ミリの思索の旅はH191で`God
withinmybreast'(40)「わが胸のうちの神」を確立してい くまで、たゆむことなく進められてい
く。
思索は、彼女の思想を深め、彼女の精神を高める。〈死〉は絶望だけを人間に与 えるのでは
ない。報いのある希望をつねに内包している。このように彼女の思想は、人問全体へ と通じる
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真 理 に 向 か っ て 広 が っ て い く。 エ ミ リ ・ブ ロ ン テ の 詩 は 、 わ れ わ れ に`thedoorofDeath'の
向 こ う の 希 望 の 存 在 を 、 気 づ か せ て く れ る の で あ る 。
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